
 

 

 

 

 
 

※以下、箇所別の休日の「行路数及び乗務キロの比較」（３項の続き） 

横浜運輸区 

車掌 運転士 

 日勤 泊まり 枠数 乗務キロ  日勤 泊まり 枠数 乗務キロ 

改正前 １８ ２０ ５８ １０１６７．０Km 改正前 １２ １７ ４６ ６７４３．６Km 

改正後 １６ １８ ５２ ９４７３．８Km 改正後 ８ １７ ４２ ６４５９．７Km 

増減 △２ △２ △６ △６９３．２Km 増減 △４ ±０ △４ △２８３．９Km 
 

湘南・相模統括センター 

― 運転士 

 日勤 泊まり 枠数 乗務キロ  日勤 泊まり 枠数 乗務キロ 

改正前 ― ― ― ― 改正前 ３ １３ ２９ ３８３５．２Km 

改正後 ― ― ― ― 改正後 ０ １３ ２６ ３８３４．８Km 

増減 ― ― ― ― 増減 △３ ±０ △３ △０．４Km 
 

国府津運輸区 

車掌 運転士 

 日勤 泊まり 枠数 乗務キロ  日勤 泊まり 枠数 乗務キロ 

改正前 ７ １３ ３３ ７１７６．６Km 改正前 １２ ２５ ６２ １２０９０．８Km 

改正後 ４ １３ ３０ ６７９０．８Km 改正後 ８ ２５ ５８ １２０５９．０Km 

増減 △３ ±０ △３ △３８５．８Km 増減 △４ ±０ △４ △３１．８Km 
 

小田原・伊豆統括センター 

車掌 運転士 

 日勤 泊まり 枠数 乗務キロ  日勤 泊まり 枠数 乗務キロ 

改正前 ４ ８ ２０ ４０５４．５Km 改正前 １０ ８ ２６ ４６６１．９Km 

改正後 ３ ８ １９ ３９２３．６Km 改正後 ８ ８ ２４ ４７３９．６Km 

増減 △１ ±０ △１ △１３０．９Km 増減 △２ ±０ △2 ＋７７．７Km 
 

組合側 会社回答 

休日カットが発生しているが、カットの基準

は何か？ 

朝夕通勤時間帯の列車本数が少ない分、その列車ダイヤから行路

が出来ている。その結果、休日カットの行路が発生する。 

示していただいた数字の中でも日勤が減って

いる。短時間行路が枠内に組み込まれての数

ではあるが、何キロ超えたら１行路とか基準

はあるのか？ 

一番左右するのは朝夕通勤時間帯の列車本数。そこに乗務員が必

要になる。あとは夕方ラッシュ時間帯の兼ね合いを見て作成する

が、区所によって様々な増加要素はあるが、距離が増えても行路

は増えない可能性がある。 

バランスを見て作成されているのは分かった。 

休日が重いと感じるのはなぜか？ 

基本的に平日と休日で同じ行路数にはならない。列車ダイヤがあ

るということと、短時間行路を組み込んだ結果、休日については

今回のような平日に近い形、数字になった。現行の休日行路は乗

る量が平日に比べて少なくなっているが、短時間行路の組み込み

と、もう一山（長く）乗るような作り方をしたことで、このよう

な行路の数が出てきた結果である。 

平日と休日を平準化したようなイメージか？ 平準化を求めて作成したわけではなく、平日を作成した後に休日

の作成に着手する。平日に合わせて平準化するのではなく、作成

した結果このような行路の形・数になった。 

なぜ平・休で同じ行路数ではいけないのか？ 乗務本数が少ない行路が出来てしまうので、同じ数には出来ない。 
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